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ひ
と
昔
前
、
カ
ル
ガ
モ
親
子
の
引
っ
越
し
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ

て
い
ま
し
た
。
五
月
か
ら
六
月
に
、
成
長
す
る
子
ガ
モ
の
た
め
に
、

オ
フ
ィ
ス
街
の
人
工
池
か
ら
皇
居
の
池
に
移
動
す
る
様
子
は
、
初
夏

の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
量
の
多
い
道
路
を
、
親
ガ
モ
が
子

ガ
モ
た
ち
を
引
き
連
れ
て
渡
る
と
き
、
警
察
は
交
通
整
理
を
行
い
、

少
し
離
れ
た
所
か
ら
観
衆
は
子
ガ
モ
た
ち
の
無
事
を
祈
り
な
が
ら

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
子
ガ
モ
が
高
い
堀
か
ら

池
に
飛
び
込
む
と
、
観
衆
は
笑
顔
で
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

賀
茂
小
学
校
に
は
「
親
ガ
モ
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
七
年

か
ら
二
十
年
以
上
、
田
植
え
や
稲
刈
り
、
賀
茂
っ
子
農
園
で
の
学
習

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
近
く
か
ら
遠
く
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
支

え
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
「
こ
が
も
学
級
」
も
あ
り

ま
す
。
特
別
支
援
学
級
が
で
き
る
際
、
当
時
の
校
長
、
小
村
先
生
に

よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
カ
ル
ガ
モ
親
子
と
警
察
や
観
衆

の
様
子
を
想
う
と
「
い
い
な
。
素
敵
な
名
前
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
「
親
ガ
モ
の
会
」
の
か
た
が
た
を
は
じ
め
、
図
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
見
ま
も
り
隊
や
交
通
指
導
員
の
か
た
が
た
、
ク

ラ
ブ
や
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
か

た
、
そ
し
て
保
護
者
。
地
域
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

賀
茂
小
六
十
二
名
の
「
こ
が
も
」
た
ち
は
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
「
親
ガ
モ
」
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
立
派
に
成
長
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
互
い
に
拍
手
で
す
） 

 

賀
茂
小
学
校
は
、
来
年
度
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

と
な
り
ま
す
。「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
ざ
し
、
あ
の
引
っ

越
し
を
す
る
カ
ル
ガ
モ
の
よ
う
に
、「
こ
が
も
」
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

「
親
ガ
モ
」
さ
ん
か
ら
あ
た
た
か
く
ご
支
援
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
学
校
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

「
親
ガ
モ
さ
ん
」
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、「
こ
が
も
」
た
ち
が
安

心
し
て
楽
し
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 
自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 
学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて） 

「
わ
か
る
、
楽
し
い
授
業
」
を
基
盤

に
、
自
ら
学
ぶ
力
の
育
成
に
努
め
る
。 

学ぶ意欲

の育成 

「地域の人・もの・こと」を教

材に取り入れ、問題解決の成就

感を味わえるような問題解決

学習の実践を充実させる。 

Ａ 

Ａ 

生活科・総合的な学習を
核として、地域のかたの協
力の下。体験的な場を多く

設定したことで、さまざま
な事象を自分ごととして捉
え学習を展開する子どもの

姿が多く見られた。また、積
極的なＩＣＴ活用は視覚的
に子どもたちの学びを支

え、主体的に学ぶ子どもた
ちの姿が多く見られた。 

どの学年も、
校区の教材を積
極的に子どもた

ちの学びに生か
している。コミ
ュニティスクー

ル導入で、地域
とより連携しな
がら、賀茂の子

を一緒に育てて
いきたい。 

「田植え・どろ遊
び」「校区合同防災訓
練」など地域と連携す

る学習では、教育効果
を高めるため、自ら課
題をもって臨める学習

が展開できるよう、地
域教材の価値を地域と
共有し単元を構想す

る。 

学び方の

習得 

発達段階に応じ、ＩＣＴの活用

など自ら学ぶ力を支える学び

方を身につけさせる。 
Ｂ 

心
豊
か
な
子
を
育
て
る
教
育
活

動
を
推
進
す
る
。 

自己有用

感の向上 

子どもの居場所を確保し、認め

合う場を大切にして、周りから

認められている自分を感じさ

せる。 

Ａ 

Ａ 

学級活動や授業中、教員
がファシリテーターとして

子どもどうしをつなぎ、互
いのよさを認め合う場面が
多く見られた。縦割り活動

も充実したものとなった。 
自らすすんで大人に挨拶

する子が増えた一方、子ど

もどうしの挨拶にもの足り
なさを感じる。 

 素直な子に育

っている。表情

よく挨拶ができ

る子が増えた。

親が近くにいる

と声は小さい

が、自分からす

すんで挨拶する

子が増えた。 

 子どもどうしの挨拶

の輪を築きあげ、自己

有用感が更に高まるよ

う、委員会活動を核

に、学級活動を展開す

る。また、子どもの実

態をふまえた道徳を展

開し学習の充実を図

る。 

生活習慣

の基本挨

拶意識の

向上 

「自分で 自分から」をキーワ

ードに、子ども主体の挨拶運動

を展開する。 

Ｂ 

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
養
い
、
心

身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
の
育
成
に

努
め
る 

健康で丈

夫な体作

りへの意

識の向上 

自分の健康に関心をもち、日常

生活を振り返り改善できる子

どもを育てる。 
Ａ 

Ａ 

 「メディアコントロール」
を通して、ゲームやＳＮＳ

使用のきまりを守ろうとす
る子が増えた。学校保健委
員会で睡眠の質に迫ったこ

とも、自分の健康に関心を
もつきっかけとなった。 
 縄跳びは「賀茂っ子ドリ

ル」や「豊橋っ子フェスティ
バル」を通してすすんで取
り組んでいた。 

 運動会、マラ
ソン記録会で、

一生懸命に競技
する子どもたち
の姿に好感をも

った。基本的生
活習慣と体力の
育成について、

これからも家庭
と連携して取り
組んでほしい。 

 次年度も、子どもた

ちの状況を把握し自分

の健康や生活の質への

意識を高める仕掛けを

していく。本校の強み

である縄跳びに意欲的

に取り組む風土を生か

し、体力の育成を家庭

と連携して図る。 

バランス

のとれた

基本的な

体力の育

成 

縄跳び活動「賀茂っ子ドリル」

などの総合的な体力向上を目

ざす活動を、年間を通して取り

組む。 

Ａ 

安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
通

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
す
る
。 

職員の安

全に対す

る意識の

向上 

「安全が最優先」を肝に銘じ、

リスクマネジメントとクライ

シスマネジメントの視点から、

安全管理体制を充実させる。 

Ａ 

Ａ 

さまざまな状況下での避

難訓練を設定し、全体の動

きを確認したことで、教員

も子どもたちも当事者意識

をもった臨場感のある避難

訓練となった。 

子どもたちの様子や連絡

事項は、メールを通してタ

イムリーに保護者や地域に

発信した。 

「予告なし」

の避難訓練の様

子を参観した。

教員の動きが的

確で、連携がと

れていた。来年

度、校区と協働

した防災訓練を

実現させたい。 

 子どもたちだけでな

く、職員も安全に対す

る意識向上と具体的な

対応スキル習得をねら

いとし「校区合同防災

訓練」を実施する。互

いに顔の見える関係を

構築し地域との安全管

理体制を充実させる。 

地域・家

庭との連

携の充実 

ホームページ・学校だより・メ

ール配信等により、学校の様子

や経営方針を発信する。 
Ｂ 

教
職
員
一
人
一
人
の
力
量
を
高

め
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
。 

教育公務

員として

の意識の

向上 

教科・領域等での学びを支え

る教師の力量向上と、教育公

務員としての資質・能力の向

上を目ざす。 

Ａ 

Ａ 

授業研究会を繰り返し行

い互いに授業を見せ合った
ことで、授業づくりと子ど
もたちの考えを広め深める

スキルを身につけることが
できた。 
校務ＤＸ化を推進し、お

便りのメール配信一本化に
より、業務量縮減を実現さ
せた。 

 教員が楽しく

わかる授業をし

ていこうと尽力

する姿勢が見ら

れる。信頼でき

る教員集団をこ

れからも築いて

いってほしい。 

 次年度も授業研究会

を通して授業力を互い
に高め合っていく。新
タブレットや新アプリ

の有効活用法を追求
し、子どもたちがより
「わかる・できる」を実

感できるよう力量向上
を図っていく。 

教職員の

多忙化削

減 

全職員協働での教育活動の推

進、タイムマネジメント能力の

向上を目ざす。 
Ａ 

 

令和７年度   賀茂小学校の教育活動を振り返って 
～自己評価・学校関係者評価から～   （一部抜粋） 

賀茂小学校は、児童・保護者に対してアンケートを行ったり、学校評議員のみなさんにご意見をうかがったりし
て、令和７年度の教育活動を振り返りました。学校評議員会では、さまざまな視点・お立場から、ご指摘等をいた
だきました。これらの結果を生かして、来年度の取り組みに力を入れていきます。ホームページでも公開していま
すので、ご覧ください。 

 

 

【自己評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

 

 



 

 

 


